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知
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
伝
い
で
、
ち
ょ
う
ど
主
権

返
還
十
五
周
年
目
に
当
た
る
今
年
六
月
と
七
月
、
二

回
香
港
を
訪
れ
た
。
私
は
一
九
九
四
―
九
八
年
に
マ

ス
コ
ミ
の
仕
事
で
香
港
に
駐
在
し
た
経
験
が
あ
り
、

そ
の
後
も
し
ば
し
ば
訪
問
し
て
い
た
が
、
最
近
で
は

三
年
ぶ
り
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
今
回
感
じ
た
三
年

間
の
変
化
は
、
以
前
と
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
い

も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
端
的
な
変
化
の
一
つ
が
香
港
ド
ル
の
衰
退
と

人
民
元
の
”躍
進
”。
九
○
年
代
は
一
香
港
ド
ル
＝
一
・

二
人
民
元
の
交
換
レ
ー
ト
で
あ
り
、
た
ま
に
深
圳
な

ど
に
買
い
物
に
行
く
と
、
店
員
は
嬉
々
と
し
て
香
港

ド
ル
を
受
け
取
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
○
○
年

代
半
ば
こ
ろ
に
な
る
と
ほ
ぼ
同
価
値
と
な
り
、
さ
ら

に
今
回
行
っ
て
見
る
と
、
立
場
が
逆
転
、
な
ん
と
一

人
民
元
＝
一
・
二
香
港
ド
ル
と
な
っ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
香
港
サ
イ
ド
は
「
人
民
元
大
歓
迎
」。
従

来
か
ら
の
薬
屋
や
貴
金
属
店
ば
か
り
で
な
く
、
デ

パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
も
人
民
元
を
受
け
取
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
、
コ
ン
ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
ま
で
毛

沢
東
札
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
も
う
香
港

ド
ル
は
も
う
用
済
み
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

次
に
実
感
し
た
の
は
、
大
陸
政
治
内
幕
本
の
多
さ
。

も
ち
ろ
ん
、
以
前
に
も
“
竹
の
カ
ー
テ
ン
”
の
中
を

伝
え
る
多
く
の
政
治
雑
誌
は
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

親
共
産
党
系
で
は
鏡
報
、
広
角
鏡
、
反
共
産
党
系
で

は
争
鳴
、
動
向
、
開
放
、
前
哨
な
ど
。
だ
が
、
今
回

行
っ
て
み
て
気
づ
い
た
の
は
、
従
来
の
も
の
に
加
え

て
新
た
に
五
、六
冊
の
月
刊
誌
が
登
場
し
て
い
る
こ

と
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
香
港
人
だ
け
で
買
え
る
数
で

は
な
い
。
と
な
る
と
、
主
な
購
読
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

大
陸
か
ら
来
る
観
光
客
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
書
店
で

は
、
雑
誌
に
限
ら
ず
、
薄
熙
来
事
件
の
暴
露
本
、
九

○
年
代
汚
職
で
逮
捕
さ
れ
た
陳
希
同
元
北
京
市
書
記

の
口
述
本
な
ど
も
平
積
み
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も

出
版
の
自
由
が
な
い
大
陸
で
も
お
目
に
か
か
れ
な
い

“
貴
重
な
”
出
版
物
だ
け
に
、
大
陸
客
に
と
っ
て
は

垂
涎
の
的
で
あ
る
。

　

以
前
に
も
増
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
多
さ

も
目
立
っ
た
。
九
○
年
代
に
私
が
通
勤
に
使
っ
て
い

た
地
下
鉄
金
鐘
駅
か
ら
中
環
に
向
か
う
商
店
街
「
金

鐘
廊
」
は
、
以
前
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
朝
食
を
提
供
す

る
ス
ナ
ッ
ク
や
小
物
店
、
コ
ン
ビ
ニ
が
多
か
っ
た
が
、

今
回
、
そ
の
場
所
が
全
面
改
装
さ
れ
、
一
面
通
し
で

女
性
向
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
に

変
身
し
て
い
た
。
銅
鑼
湾
の
「
そ
ご
う
」
も
一
階
に

あ
る
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
系
の
ブ
ラ
ン
ド
店
も
ま

す
ま
す
繁
盛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
友
人
に
聞
け
ば
、

ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
限
ら
ず
、
貴
金
属
店
に
も
金

を
買
い
求
め
る
大
陸
客
が
殺
到
し
て
い
る
と
い
う
。

　

不
動
産
価
格
も
最
近
高
騰
し
て
い
る
。
九
七
年
の

返
還
直
前
に
価
格
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
返
還
後

は
徐
々
に
下
が
り
、
○
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク

で
暴
落
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
大
陸
の
金

持
ち
が
投
資
目
的
で
買
い
に
入
っ
て
徐
々
に
回
復
、

ち
ょ
う
ど
私
が
訪
問
し
た
六
月
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
「
不
動
産
価
格
は
九
七
年
時
点
に
戻
っ
た
」
と

報
じ
て
い
た
。
要
因
は
そ
れ
だ
け
で
な
い
。
香
港
は

法
人
税
が
オ
フ
シ
ョ
ア
取
引
を
除
い
て
一
六
％
と
い

う
安
さ
。
そ
う
し
た
税
制
に
日
本
は
じ
め
諸
外
国
の

企
業
が
目
を
つ
け
、
中
国
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
の
決
済
の

拠
点
と
し
て
香
港
を
再
認
識
し
始
め
た
。
つ
ま
り
、

香
港
に
仮
本
社
を
置
く
企
業
が
多
く
な
り
、
新
た
な

不
動
産
需
要
が
出
て
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

標
準
中
国
語
を
話
す
人
が
多
く
な
っ
た
の
は
、
私

も
タ
ク
シ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
実
感
で
き
た
。
香

港
政
府
は
、
返
還
後
す
ぐ
に
英
語
学
校
を
廃
止
し
て

中
国
語(

広
東
語)

学
校
を
増
や
し
た
ほ
か
に
、
小
中

学
校
の
授
業
に
標
準
語
授
業
を
組
み
入
れ
た
。
返
還

後
十
五
年
た
て
ば
、
三
○
歳
ま
で
は
当
然
、
標
準
語

が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。
若
い
世
代
に
限
ら
ず
、
英

語
教
育
を
受
け
た
世
代
も
標
準
語
に
力
を
入
れ
始
め

た
よ
う
だ
。
た
だ
そ
の
分
、
英
語
の
普
及
度
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
受
け
た
。

　

香
港
に
は
毎
月
平
均
九
○
―
一
○
○
万
人
の
大
陸

客
が
来
て
い
る
が
、
こ
れ
は
マ
ル
チ
ビ
ザ
、
電
子
通

関
が
可
能
な
ど
ス
ム
ー
ズ
化
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
大
陸
客
が
多
く
な
れ
ば
、
当
然
香
港
人
と
の
軋

轢
も
生
ま
れ
る
。
友
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
大
陸
人

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
一
番
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
子
供
を
所
構
わ
ず
大
小
便
さ
せ
る
、
ト
イ
レ

を
汚
す
、
行
列
に
割
り
込
む
、
試
着
室
に
未
購
入
品

を
置
き
放
し
に
す
る
、
禁
止
場
所
の
と
こ
ろ
で
喫
煙

す
る
―
な
ど
。
私
の
友
人
は
、
あ
る
母
親
が
地
下
鉄

日　

暮　

高　

則

　

返
還
十
五
年
を
迎
え
た
香
港
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の
中
で
、
子
供
の
ち
ん
ち
ん
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
差

し
込
み
、
小
便
さ
せ
て
い
る
光
景
を
目
撃
し
た
。
香

港
の
地
下
鉄
で
は
飲
食
が
ご
法
度
だ
が
、
あ
る
大
陸

の
母
親
が
子
供
に
食
べ
物
を
与
え
て
い
て
、
香
港
人

が
注
意
す
る
と
、
こ
の
母
親
は
「
子
供
だ
か
ら
仕
方

な
い
だ
ろ
う
」
な
ど
と
逆
ギ
レ
。
こ
の
一
件
が
、ネ
ッ

ト
で
ビ
デ
オ
公
開
さ
れ
、
香
港
人
の
反
発
を
買
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

今
年
初
め
、
大
陸
人
妊
婦
の
香
港
出
産
問
題
も
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
。
香
港
と
何
の
関
係
も
な
い
大
陸
人

夫
婦
（
双
非
妊
婦
）
の
妊
婦
が
香
港
に
来
て
出
産
す
る

問
題
で
、
昨
年
一
年
間
に
香
港
で
生
ま
れ
た
九
・
五
万

人
の
新
生
児
の
う
ち
四
・
四
万
人
が
な
ん
と
大
陸
妊
婦

か
ら
だ
っ
た
。
香
港
で
出
産
し
た
が
る
の
は
、
①
香
港

で
は
国
内
よ
り
医
療
、
福
祉
の
面
が
進
ん
で
い
る
、
②

香
港
は
出
生
地
主
義
だ
か
ら
、
同
地
で
出
生
し
た
子
供

は
即
、
香
港
籍
が
取
れ
る
、
大
陸
人
が
将
来
、
香
港
出

生
の
子
供
を
手
づ
る
に
外
国
へ
の
移
民
の
足
掛
か
り
と

し
た
い
―
な
ど
の
理
由
が
あ
る
た
め
だ
。

　

大
陸
人
妊
婦
が
来
れ
ば
、
香
港
人
妊
婦
の
産
院

ベ
ッ
ド
は
奪
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
堪
忍
袋
の
緒
を

切
ら
し
た
香
港
人
妊
婦
が
デ
モ
を
し
て
「
大
陸
人
は

来
る
な
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま
た
、
今
年
二
月
一

日
付
の
反
中
国
系
紙
「
リ
ン
ゴ
日
報
」
に
は
「
わ
れ

わ
れ
は
我
慢
の
限
界
だ
」
と
の
意
見
広
告
も
。
一
面

全
部
を
使
っ
た
そ
こ
に
は
「
大
陸
の
妊
婦
の
た
め
に
、

香
港
で
十
八
分
ご
と
に
一
○
○
万
香
港
ド
ル
の
経
費

が
浪
費
さ
れ
て
い
る
。
あ
な
た
は
そ
れ
を
許
容
で
き

ま
す
か
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
当
局
側
も
動
き
だ

し
、
胡
定
旭
・
香
港
医
療
管
理
局
主
席
は
三
月
四
日
、

大
陸
居
住
者
の
香
港
出
産
許
可
人
数
を
一
二
年
中
、

三
・
五
万
人
前
後
に
抑
え
る
と
発
表
。
入
境
処
（
出
入

境
管
理
部
門
）
も
、
双
非
妊
婦
を
香
港
に
連
れ
て
く

る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
る
大
陸
人
女
性
を
検
挙
し
、

実
力
行
使
に
出
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
香
港
人
の
対
中
国
差

別
化
意
識
強
ま
る
ば
か
り
。
香
港
大
学
に
よ
る
今

年
六
月
の
調
査
に
よ
る
と
、「
返
還
で
中
国
国
民
に

な
っ
た
こ
と
は
誇
り
だ
」
と
答
え
た
香
港
市
民
は

三
七
％
。
北
京
五
輪
が
あ
っ
た
○
八
年
に
比
べ
一
三

ポ
イ
ン
ト
下
落
。
半
面
「
誇
り
に
思
わ
な
い
」
は
○

八
年
よ
り
一
○
ポ
イ
ン
ト
高
い
五
八
％
と
な
っ
た
。

一
方
、
大
陸
人
は
大
陸
人
で
香
港
人
の
感
情
を
逆
な

で
す
る
。「
香
港
経
済
は
中
国
の
反
映
で
支
え
ら
れ

て
い
る
」
と
か
「
中
国
中
央
政
府
が
面
倒
を
見
な
け

れ
ば
、
香
港
は
終
わ
り
だ
ろ
う
」
な
ど
と
い
う
無
神

経
な
発
言
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
散
見
さ
れ
る
と
い
う
。

香
港
人
が
特
に
激
し
く
怒
っ
た
の
は
、
今
年
一
月
下

旬
、
孔
子
の
子
孫
と
言
う
孔
慶
東
北
京
大
学
教
授
の

暴
言
。「
香
港
人
は
中
国
人
と
思
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
彼
ら
は
植
民
地
時
代
に
英
国
人
か
ら
犬
扱
い

さ
れ
て
き
た
の
で
、
人
間
で
な
く
犬
な
の
だ
ろ
う
」

と
犬
扱
い
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
に
は
さ
す
が
に
大
陸

内
部
か
ら
も
批
判
が
出
た
。

　

最
後
に
政
治
の
話
に
も
触
れ
て
お
く
。
七
月
一
日

に
第
三
代
の
行
政
長
官
と
し
て
梁
振
英
氏
が
就
任
し

た
。
一
九
九
七
年
に
就
任
し
た
初
代
行
政
長
官
の
董

建
華
氏
は
海
運
会
社
オ
ー
ナ
ー
の
財
界
人
、
二
○
○

五
年
就
任
の
曽
蔭
権
（
ド
ナ
ル
ド
・
ツ
ァ
ン
）
氏
は

公
務
員
出
身
。
前
二
人
に
比
べ
て
第
三
代
は
測
量
技

師
と
い
う
平
凡
な
経
歴
の
人
で
ち
ょ
っ
と
奇
異
な
感

が
あ
る
が
、
実
は
彼
が
香
港
の
有
名
な
“
隠
れ
共
産

党
員
”
で
あ
る
と
知
れ
ば
、
納
得
で
き
る
。
千
二
百

人
の
投
票
人
に
よ
る
今
回
選
挙
で
は
、
財
界
人
二
世

の
唐
英
年
氏
が
有
力
だ
っ
た
が
、
共
産
党
が
介
入
し

て
強
引
に
梁
氏
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　

北
京
指
導
部
が
今
回
に
限
っ
て
特
に
党
員
を
担
ぎ

出
し
、
共
産
党
に
よ
る
香
港
“
直
接
支
配
“
を
進
め

る
こ
と
に
は
ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
る
。
二
○
一
七
年

の
次
期
行
政
長
官
選
挙
と
二
○
二
○
年
の
立
法
会

(

議
会)

選
挙
は
全
有
権
者
に
よ
る
普
通
選
挙
と
決

ま
っ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
反

共
産
党
の
行
政
長
官
が
当
選
し
た
り
、
民
主
派
が
立

法
会
で
多
数
を
取
っ
た
り
す
る
可
能
性
も
ま
っ
た
く

な
い
わ
け
で
な
い
。
そ
う
い
う
”
最
悪
“
の
シ
ナ
リ

オ
に
備
え
て
今
後
五
年
か
け
、
行
政
区
政
府
組
織
、

職
員
自
体
を
共
産
党
の
命
令
一
下
で
動
く
形
に
変
え

て
し
ま
お
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

推
測
で
き
る
。

　

一
九
八
九
年
天
安
門
事
件
を
記
念
す
る
毎
年
恒
例

の
ビ
ク
ト
リ
ア
広
場
の
六
・
四
集
会
。
事
件
十
周
年

の
九
九
年
に
は
総
参
加
者
四
―
五
万
人
程
度
だ
っ
た

が
、
こ
こ
数
年
は
十
万
人
以
上
、
今
年
十
八
万
人
が

参
加
し
た
と
い
う
。
参
加
者
が
増
え
た
の
は
大
陸
客

の
影
響
で
、
今
年
は
三
、四
万
人
が
大
陸
か
ら
来
た

の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
香
港

は
大
陸
人
の
往
来
自
由
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
内
反
体
制
の
拠
点
、
基
地
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

中
央
政
府
は
こ
う
し
た
香
港
の
地
位
を
ず
っ
と
許
す

わ
け
は
な
く
、
取
り
締
ま
り
の
方
法
を
虎
視
眈
々
と

狙
っ
て
い
よ
う
。
あ
る
い
は
、
香
港
基
本
法
の
二
三

条
に
う
た
わ
れ
た｢

人
民
政
府
を
転
覆
す
る
い
か
な

る
行
為
も
法
律
で
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

を

も
と
に
し
て
特
別
行
政
区
の
保
安
条
例
を
作
り
、
中

央
政
府
や
、
共
産
党
、
中
国
指
導
者
へ
の
個
人
攻
撃

も
で
き
な
い
形
に
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
国
二
制

度
の
う
ち
、
中
央
政
府
は
今
後
、「
一
国
」
を
強
調

し
て
く
る
の
だ
ろ
う
が
、
香
港
人
民
は
こ
れ
を
跳
ね

返
し
て
「
二
制
度
」
を
守
り
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
党
員
行
政
長
官
が
選
ば
れ
た
今
こ
そ
、
正
念
場

の
闘
い
に
な
る
。日

暮
高
則 

（
ひ
ぐ
ら
し
・
た
か
の
り
）
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